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緊急連絡キーホルダー作成による外出時の見守りの充実について 

 

 

緊急連絡キーホルダー作成による外出時の見守りの充実について下記のとおり報告する。 

 

 

記 

 

１ 事業の目的 

概ね７０歳以上の方を対象に、自宅における緊急時に速やかな対応を行うため、緊急

連絡先やかかりつけの病院等を記載した「緊急連絡カード」の作成を進めてきた。 

緊急連絡カードは自宅に保管されているため、これまで外出時の救急搬送や認知症に

よる徘徊で保護された時などに情報を活用することができなかった。 

そうしたことから、高齢者の外出時の緊急措置にも対応するため、希望する高齢者に

対して緊急連絡カード情報に紐づけた緊急連絡キーホルダーを作成する。 

（※緊急連絡カードと緊急連絡キーホルダーの関係図は、別添資料参照） 

 

２ 事業の概要 

（１）緊急連絡カード作成時（既に作成している方は、登録情報確認後）に、カード情報

に紐づけたキーホルダーを作成する。 

（２）キーホルダーには個人を識別する番号と警察署（１１０）、消防署（１１９）の電話

番号を記載する。 

（３）キーホルダーを携帯した区民について通報を受けた警察署、消防署は現場を確認後

キーホルダーの識別番号を区へ連絡する。区は識別番号を要支援者情報台帳システム

で緊急連絡カード情報を確認して警察署、消防署に連絡することで、本人確認を行う。 

 

３ 対象者 

  概ね７０歳以上の高齢者 

 

４ 申請受付 

（１）申請開始日 令和６年１月１５日から 

（２）申請窓口  地域活動推進課、区民活動センター、地域包括支援センター 

 

５ 今後の予定 

  令和５年１２月  関係機関・団体への説明 

  令和６年１月   区報、ホームページ等により周知 

      １月   キーホルダー作成申請受付開始 



緊急連絡カードと緊急連絡キーホルダーの関係図 

 

緊急連絡カード 

①登録内容 

氏名／生年月日／性別／住所／電話番号／世帯人数／緊急連絡先（氏名、続柄、住所、 

電話番号）／かかりつけ医（施設名、病名、所在地、電話番号）／ケアマネージャー／ 

その他特記事項／担当地区民生委員（氏名、電話）／地域包括支援センター名 

②保管方法 

緊急連絡カードを専用ボトルに入れ、自宅の冷蔵庫の中などに保管。 

③緊急時の対応 

自宅での緊急時、かけつけた消防・警察がカード情報を確認し、迅速な人命救助等に 

つなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急連絡キーホルダー 

①形状 

個人を識別する番号が入ったキーホルダー 

  

 

 

 

②緊急時の対応 

外出中の緊急時、かけつけた消防・警察がキーホルダー番号を区に問合せ、緊急連絡 

カードの内容を確認し、迅速な人命救助及び身元確認等につなげる。 

別添資料 

カード情報を 番号で紐づける 

＜表面＞ ＜裏面＞ 

＜緊急連絡カード＞ ＜専用ボトル＞ 


